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過
日
、
駅
の
階

段
か
ら
落
下
し
て

右
肩
関
節
脱
臼
、

肩
腱
板
断
裂
、
神

経
損
傷
の
怪
我
を

負
っ
た
。
激
し
い

痛
み
を
伴
っ
て
い

た
が
、
何
と
か
職
場
ま
で
た
ど

り
着
き
近
隣
の
整
形
外
科
を
受

診
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の

結
果
、
骨
折
は
し
て
い
な
か
っ

た
が
右
肩
関
節
脱
臼
と
の
診
断

で
、
整
復
固
定
を
し
て
も
ら
っ

た
。
経
過
観
察
の
３
週
間
後
、

骨
に
は
異
常
は
な
か
っ
た
が
、

腕
が
持
ち
上
が
ら
な
い
こ
と
か

ら
肩
腱
板
断
裂
の
診
断
を
受
け

た
。
本
来
な
ら
手
術
に
て
腱
板

の
縫
合
が
必
要
と
の
診
断
で
あ

っ
た
が
、
協
会
の
休
業
保
障
に

も
入
っ
て
お
ら
ず
、
手
術
後
の

入
院
や
固
定
、
そ
の
後
の
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
仕
事
の
ブ
ラ
ン
ク
を

考
え
る
と
手
術
に
踏
み
切
れ

ず
、
瘢
痕
治
癒
を
待
つ
こ
と
に

し
た
▼
受
傷
後
一
カ
月
経
過
し

て
も
腕
の
麻
痺
が
続
き
、
腱
板

断
裂
に
よ
り
腕
が
持
ち
上
が
ら

な
か
っ
た
。
生
涯
こ
の
ま
ま
で

は
な
い
か
と
、
非
常
に
不
安
で

鬱
に
な
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
丁

度
そ
の
時
期
に
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル

テ
ィ
ナ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
て
い
た
。
中
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
に
骨
折
や
靭

帯
損
傷
な
ど
の
重
傷
を
負
い
な

が
ら
必
死
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行

い
、
精
神
力
で
出
場
し
て
い
る

選
手
も
い
た
。「
自
分
は
怪
我

な
ん
か
し
て
い
な
い
」
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
出
場

し
、
好
成
績
を
獲
得
し
た
選
手

の
姿
を
見
て
、
大
変
勇
気
付
け

ら
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る

▼
病
気
や
怪
我
を
負
っ
た
時
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
メ
ン
タ
ル

面
の
ケ
ア
が
と
て
も
大
切
で
あ

る
こ
と
を
、
改
め
て
身
を
も
っ

て
体
験
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。

（
Ｔ
）

田中麻衣子
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個
人
情
報
保
護
法
改
定
に
反
対

医
療
情
報
部
長
談
話
を
発
表

仕
組
み
を
形
骸
化

恣
意
的
運
用
を
防
げ
ず
リ
ス
ク
増

社
会
保
障
負
担
率
で
引
下
げ
目
標
？

与
党
内
か
ら
異
論  

「
唐
突
」、「
根
拠
不
明
」

財
政
審
建
議
と
維
新
が
提
案

た
。

　

さ
ら
に
今
回
の
改
定
案
は
、

限
定
さ
れ
た
認
定
事
業
者
の
み

が
厳
格
に
デ
ー
タ
を
扱
う
既
存

の
仕
組
み
を
無
意
味
に
す
る
乱

暴
な
内
容
だ
と
指
摘
。
利
便
性

ば
か
り
を
追
求
し
て
リ
ス
ク
対

策
を
怠
れ
ば
、
患
者
の
医
療
機

関
に
対
す
る
不
信
感
を
招
き
、

か
え
っ
て
有
益
な
医
療
デ
ー
タ

の
利
活
用
そ
の
も
の
を
阻
害
す

る
と
し
て
、
一
旦
廃
案
に
し
て

議
論
を
や
り
直
す
べ
き
だ
と
説

い
て
い
る
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
維
新
は
６

月
９
日
に
自
民
と
の
社
会
保
障

制
度
改
革
の
協
議
体
で
、
７５
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

に
つ
い
て
、
窓
口
負
担
を
原
則

３
割
に
す
る
と
と
も
に
、
現
役

世
代
の
支
援
金
（
負
担
）を
減
ら

す
た
め
に
公
費
を
投
入
す
べ
き

と
主
張
。
低
所
得
者
へ
の
配
慮

や
１
・
５
割
、２
・
５
割
と
い
っ

た
段
階
的
負
担
割
合
な
ど
、
自

民
か
ら
は
慎
重
論
が
出
た
。

　

ま
た
、
１８
日
に
は
「
社
会
保

障
負
担
率
」
と
「
医
療
給
付
費

の
在
り
方
を
十
分
に
議
論
し
な

い
ま
ま
制
度
を
縛
る
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
」
と
指
摘
し
た
。

　

高
市
首
相
の
お
膝
元
・
奈
良

県
医
師
会
は
６
月
１８
日
の
定
例

会
見
で
、
い
わ
ゆ
る
「
医
療
版

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
は

「『
総
額
管
理
型
』
の
発
想
だ
」

と
批
判
し
た
。

　

な
お
、「
春
の
建
議
」は
例
年
、

５
月
下
旬
に
取
り
ま
と
め
る
。

今
回
１
カ
月
遅
れ
と
な
っ
た
背

景
に
は
、
食
料
品
の
消
費
減
税

を
巡
る
社
会
保
障
国
民
会
議
で

の
議
論
の
紛
糾
が
あ
る
と
み
ら

れ
る
。
建
議
公
表
の
同
日
に
開

か
れ
た
実
務
者
会
議
で
は
、
懸

案
の
消
費
減
税
等
の
財
源
確
保

策
に
つ
い
て
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。
し
か
し
来
年
度
予
算
を
編

成
す
る
年
末
に
か
け
て
決
め
る

と
し
て
、
事
実
上
の
先
送
り
す

る
内
容
に
野
党
か
ら
批
判
が
相

次
い
だ
。
自
民
党
が
目
標
と
し

て
い
た
６
月
中
の
取
り
ま
と
め

は
見
送
ら
れ
る
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。

　

政
府
は
６
月
２５
日
、
経
済
財

政
諮
問
会
議
で
「
骨
太
の
方
針

２
０
２
６
」の
骨
子
案
を
提
示
。

項
目
の
一
つ
に
「
成
長
型
経
済

に
合
わ
せ
た
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
」
を
盛
り
込
ん
だ
。

の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
」
に
数
値
目
標

の
導
入
を
維
新
が
提
案
。
医
療

給
付
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
２
０

３
０
年
代
半
ば
ま
で
の
で
き
る

限
り
早
い
時
期
に
、
５
％
台
に

引
き
下
げ
る
べ
き
だ
と
し
た
。

な
お
、
今
年
度
予
算
ベ
ー
ス
だ

と
医
療
給
付
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

は
６
・
４
％
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
１
％
は

６
・
５
兆
円
の
た
め
少
な
く
と

も
３
兆
円
規
模
の
削
減
と
な

る
。
こ
の
提
案
に
自
民
党
議
員

は「
唐
突
な
提
案
」、「
目
標
数
値

の
根
拠
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど

と
強
く
反
発
。
翌
週
２５
日
の
協

議
で
維
新
は
数
値
目
標
を
一
旦

取
り
下
げ
た
も
の
の
、
年
内
に

決
定
す
べ
き
と
要
求
。
自
民
は

慎
重
な
構
え
を
崩
さ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
薬
価
流
通
政

策
研
究
会
は
１９
日
、
社
会
保
障

負
担
率
の
上
限
設
定
は
「
社
会

保
障
の
在
り
方
に
な
じ
ま
な

い
」
と
問
題
視
。
共
同
代
表
の

武
田
俊
彦
氏
（
元
厚
労
省
医
政

局
長
）
は
「
負
担
率
の
抑
制
を

先
に
決
め
る
と
、
必
要
な
給
付

　

建
議
で
は
、
社
会
保
障
負
担

率
（
国
民
所
得
に
対
す
る
社
会

保
険
料
負
担
の
割
合
）
を
「
着

実
に
引
き
下
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
し
、
数
値
目
標
と
年

限
を
掲
げ
、
工
程
表
を
作
成
す

べ
き
と
し
た
。

　

高
齢
者
の
窓
口
負
担
に
つ
い

て
は
、
７０
歳
以
上
の
窓
口
負
担

は
可
及
的
速
や
か
に
原
則
３
割

と
し
、
工
程
表
を
作
成
す
べ
き

と
言
及
。
外
来
特
例
も
廃
止
す

べ
き
と
し
た
。
一
定
の
経
過
措

置
は
設
け
る
と
し
て
も
、「
新

た
に
７５
歳
以
上
と
な
っ
た
方
々

の
負
担
割
合
は
７４
歳
ま
で
の
負

担
割
合
の
ま
ま
維
持
」
を
例
に

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し
を
求

め
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
▽
診
療
所
を
含

め
た
外
来
機
能
は
集
約
す
べ

き
、
▽
医
療
法
人
に
よ
る
業
務

範
囲
の
拡
大
を
検
討
す
る
際
に

は
「
概
算
経
費
率
」
利
用
な
ど

の
税
制
上
の
特
例
措
置
の
在
り

方
を
検
討
す
る
、
▽
窓
口
業
務

の
保
険
給
付
外
サ
ー
ビ
ス
化
を

検
討
す
べ
き
―
な
ど
と
し
た
。

オン資訴訟控訴審が結審

閉院余儀なく、思いを陳述
9月16日に判決

　

東
京
高
裁
は
６
月
１０
日
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存

在
確
認
等
請
求
訴
訟
」
の
控
訴

審
、
第
３
回
口
頭
弁
論
を
開
催

し
た
。
原
告
や
傍
聴
者
な
ど
８８

名
が
出
席
し
、
神
奈
川
か
ら
藤

田
理
事
の
他
、
事
務
局
５
名
が

参
加
し
た
。

　

原
告
側
は
、
一
審
判
決
の「
健

保
法
７０
条
１
項
は
資
格
確
認
の

方
法
な
ど
も
厚
生
労
働
省
令
に

委
任
し
て
い
る
」
と
の
判
決
に

対
し
て
、
法
文
の
「
担
当
」
と

い
う
文
言
に
、
遵
守
が
必
要
な

事
項
の
対
象
を
広
げ
る
特
別
な

意
味
や
効
果
は
な
い
と
主
張
。

さ
ら
に
は
２
０
２
３
年
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
改
正
の
際
も
医
療

機
関
へ
の
義
務
規
定
が
置
か
れ

て
お
ら
ず
、
法
的
な
根
拠
を
欠

い
て
い
る
と
し
た
。
そ
の
他
マ

イ
ナ
ト
ラ
ブ
ル
が
継
続
し
て
い

る
現
状
や
、
オ
ン
資
義
務
化
に

よ
り
閉
院
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
医
療
機
関
か
ら
の
陳
述
書

な
ど
も
提
出
。
国
側
か
ら
新
た

な
準
備
書
面
・
証
拠
は
提
出
さ

れ
ず
、
今
回
の
口
頭
弁
論
で
控

訴
審
は
結
審
し
た
。

　

報
告
集
会
で
は
喜
多
村
弁
護

団
長
が
挨
拶
に
て
、
判
決
ま
で

３
カ
月
の
時
間
を
取
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
吟
味
さ
れ
た
判
決
を

期
待
す
る
と
し
、
ど
ち
ら
が
勝

っ
て
も
最
高
裁
に
上
告
と
な
る

流
れ
と
な
る
見
通
し
を
示
し

た
。
判
決
は
９
月
１６
日
に
示
さ

れ
る
。

　

医
療
情
報
部
は
６
月
１９
日
、

「
厳
格
な
安
全
性
の
仕
組
み
を

無
意
味
化
し
、
市
民
の
安
全
な

暮
ら
し
を
脅
か
す
個
人
情
報
保

護
法
改
定
案
に
反
対
す
る
」
と

題
し
た
談
話
を
、
藤
田
医
療
情

報
部
長
名
で
発
表
（
３
面
）
。

マ
ス
コ
ミ
や
法
曹
関
係
者
、
友

誼
団
体
な
ど
に
送
付
し
た
。

　

談
話
で
は
、
病
歴
な
ど
の「
要

配
慮
個
人
情
報
」
を
本
人
の
同

意
な
し
に
取
得
・
第
三
者
提
供

で
き
る
と
す
る
改
定
案
を
問
題

視
。
事
前
の
公
的
チ
ェ
ッ
ク
が

な
い
こ
と
や
同
意
不
要
の
判
断

基
準
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
事
業
者
の
恣
意
的
な

運
用
を
防
ぎ
き
れ
ず
、
悪
用
さ

れ
れ
ば
差
別
や
強
盗
・
詐
欺
な

ど
の
犯
罪
に
つ
な
が
る
危
険
性

が
極
め
て
高
く
な
る
と
指
摘
し

　

高
齢
者
の
窓
口
負
担
は
可
及
的
速
や
か
に
原
則
３
割
に
す
べ
き
、
社
会
保

障
負
担
率
引
き
下
げ
へ
数
値
目
標
を
掲
げ
る
べ
き
―
。
財
務
省
・
財
政
制
度

等
審
議
会
は
６
月
２６
日
、
取
り
ま
と
め
に
盛
り
込
ん
だ
。
維
新
も
自
民
党
と

の
協
議
体
で
類
似
の
主
張
を
展
開
し
て
お
り
、
自
民
党
内
や
医
療
界
か
ら
は

反
発
や
慎
重
意
見
が
上
が
っ
て
い
る
。
な
お
、
経
済
財
政
の
運
営
方
針
「
骨

太
の
方
針
２
０
２
６
」
は
７
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

在宅医療・介護セミナー在宅医療・介護セミナー

有事の優先タスクを可視化有事の優先タスクを可視化
まずは業務影響分析からまずは業務影響分析から

　地域医療対策部は5月30日、「地域BCPのス

スメ」をテーマに第34回在宅医療・介護セミ

ナーを協会会議室とWEB併用で開催。県およ

び県内全市町村、40団体に名義後援をいただ

き、医療職・介護職ら160名が参加した。

　一般社団法人コミュニティヘルス研究機構 

機構長・理事長で、厚労省のBCP関連事業・研

究等にも深く携わる山岸暁美氏を講師に迎え

た。氏はBCP（業務継続計画）の策定手法として、オールハザード・

アプローチのもと、「機関型」、「連携型」、「地域型」の3つの視点の

重要性を示したほか、厚労省が公開するExcelツールを用いた業務

影響分析（BIA）による優先タスクの可視化など具体的に解説した。

最後に、BCPの本質は平時から対応の選択肢を多く持つことであり、

その備えのプロセスは地

域包括ケアシステムの構

築に直結すると結んだ。

講師の山岸氏
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５
月
末
、
健
康
保
険
法
等

改
定
案
が
可
決
成
立
し
た
。

本
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
た

「
一
部
保
険
外
療
養
」
は
、

皆
保
険
を
根
底
か
ら
崩
壊
さ

せ
る
恐
れ
が
あ
り
、
到
底
認

め
ら
れ
な
い
。

　

「
一
部
保
険
外
療
養
」
は
、

保
険
給
付
の
費
用
の
一
部
分

（
２５
％
）
を
切
り
出
し
て
保

険
外
と
し
、
患
者
の
実
費
負

担
と
す
る
仕
組
み
だ
。
保
険

外
併
用
療
養
費
制
度
の
新
類

型
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

が
、
患
者
の
選
択
や
申
出
に

基
づ
き
保
険
診
療
と
自
由
診

療
の
併
用
を
限
定
的
に
認
め

る
従
来
の
同
制
度
と
は
質
が

異
な
る
ば
か
り
か
、
制
度
趣

旨
を
逸
脱
し
て
い
る
。

　

ま
た
保
険
外
と
す
る
対
象

は
厚
労
大
臣
の
裁
量
で
定
め

る
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
医

療
の
給
付
・
負
担
と
い
う
国

民
生
活
に
多
大
な
影
響
の
あ

る
内
容
を
、
国
会
審
議
な
く

大
臣
裁
量
で
決
定
で
き
る
制

度
は
、
国
会
軽
視
、
民
主
主

義
の
否
定
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
の
間
、
「
一
部
保
険
外

療
養
」
の
適
用
範
囲
が
国
会

審
議
の
焦
点
と
な
っ
た
。
法

案
の
条
文
上
は
全
て
の
療
養

の
給
付
が
対
象
に
な
る
と
読

め
る
が
、
政
府
や
厚
労
省
は

「
薬
剤
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
）

以
外
を
対
象
と
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
」
な
ど
、
曖

昧
な
見
解
を
繰
り
返
し
た
。

　

協
会
の
追
及
も
あ
り
、
そ

の
後
の
国
会
審
議
で
厚
労
省

は
条
文
が
全
て
の
療
養
の
給

付
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
認

め
つ
つ
も
、
そ
の
立
法
目
的

や
立
法
事
実
を
説
明
で
き
な

か
っ
た
。
立
法
事
実
な
し
に

法
律
が
作
れ
な
い
こ
と
は
大

原
則
で
あ
り
、
そ
れ
を
満
た

さ
な
い
法
案
を
提
出
し
審
議

に
付
す
な
ど
、
国
会
軽
視
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
来

な
ら
〝
そ
の
他
の
療
養
〟を
条

文
か
ら
削
除
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

最
終
的
に
、
厚
労
省
は
「
薬

剤
の
み
を
対
象
と
し
た
も

の
」
と
法
解
釈
の
修
正
答
弁

を
し
た
が
、
条
文
修
正
は
さ

れ
な
い
ま
ま
可
決
成
立
と
な

っ
た
。
薬
剤
に
限
定
す
る
と

確
約
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
条

文
修
正
が
道
理
だ
。

　

適
用
範
囲
が
薬
剤
に
限
定

し
て
い
る
と
は
い
え
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
は
「
医
療
用
医
薬

品
」
で
あ
る
。
市
販
薬
（
Ｏ

Ｔ
Ｃ
）
と
は
含
有
量
や
用
法
、

効
能
等
が
異
な
り
、
代
替
性

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
対
象
薬

剤
（
７７
成
分
約
１
千
１
０
０

品
目
）
に
は
、
解
熱
鎮
痛
剤

や
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
な
ど
日

常
的
に
処
方
さ
れ
る
薬
剤
が

含
ま
れ
る
。
患
者
が
自
己
判

断
で
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
日
常
使
用
に

切
り
替
え
た
場
合
、
判
断
ミ

ス
や
受
診
遅
れ
等
に
よ
る
重

篤
化
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
当
該
薬
剤
の
患
者

負
担
割
合
は
単
純
計
算
で
約

５
割
、
保
険
請
求
ル
ー
ル
で

計
算
す
れ
ば
６
割
弱
と
な

る
。
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
５
割
超

と
い
う
自
己
負
担
の
水
準
は

異
常
だ
。
窓
口
負
担
の
重
さ

に
よ
る
受
診
控
え
の
増
加
、

患
者
減
少
に
よ
る
医
療
機
関

の
経
営
悪
化
・
閉
院
、
果
て

は
地
域
医
療
の
崩
壊
を
招
く

恐
れ
が
あ
る
。
「
将
来
に
わ

た
り
３
割
を
上
限
と
す
る
」

と
規
定
し
た
２
０
０
２
年
の

健
保
法
改
定
の
附
帯
決
議
の

趣
旨
に
も
抵
触
す
る
。

　

施
行
は
来
年
３
月
の
予
定

で
あ
り
、
対
抗
す
る
時
間
は

十
分
に
残
っ
て
い
る
。
協
会

は
「
一
部
保
険
外
療
養
」
の

凍
結
・
廃
止
を
求
め
、
運
動

を
強
化
し
て
い
く
所
存
で
あ

る
。
会
員
諸
氏
の
協
力
を
お

願
い
す
る
。

「
一
部
保
険
外
療
養
」
は

凍
結
・
廃
止
す
べ
き

医
療
者
の
声
を
自
治
体
に

相
模
原
支
部
総
会  

記
念
講
演

身
近
な
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
、
が
ん
の
増
加
も

高
く
、
生
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
処
分

の
際
に
１
千
１
０
０
度
以
上
の

超
高
温
で
の
完
全
燃
焼
が
必
要

で
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ゴ
ミ
の
処
理
問

題
が
生
じ
て
い
る
と
し
た
。
特

に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
は
ヒ
ト
の
体
内
か

ら
の
最
終
的
な
排
出
に
４０
年
以

上
か
か
る
と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

血
中
濃
度
が
高
い
こ
と
で
、
▽

子
ど
も
の
免
疫
力
低
下
、
▽
低

出
生
体
重
児
の
増
加
、
▽
大
人

健
康
守
る
た
め

関
心
を

　

最
後
に
、
医
療
者
と
し
て
何

が
で
き
る
か
に
つ
い
て
述
べ
、

是
非
と
も
、
自
治
体
や
国
に
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
へ
の
対
応
を
働
き

か
け
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。
氏

に
よ
る
と
、
医
療
従
事
者
の
声

は
自
治
体
へ
の
影
響
が
大
き
い

の
甲
状
腺
疾
患
や
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
の
上
昇
、
▽
前
立
腺
が

ん
の
増
加
―
等
の
影
響
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

続
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
の

世
界
と
日
本
の
現
状
に
つ
い
て

説
明
。
本
邦
の
各
都
府
県
の
事

例
と
と
も
に
、
神
奈
川
県
内
で

は
相
模
原
市
や
座
間
市
等
、
米

軍
基
地
周
辺
の
水
質
汚
染
を
取

り
上
げ
、
県
民
・
相
模
原
市
民

に
と
っ
て
身
近
な
問
題
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
た
。
ま
た
、
座
間

市
の
団
体
や
牛
山
氏
の
所
属
す

る
医
療
機
関
で
の
血
液
検
査

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
血
中
濃
度
測
定
）

の
調
査
結
果
を
示
し
、
県
民
の

健
康
不
安
解
消
に
向
け
て
、
検

査
可
能
な
医
療
機
関
が
増
え
て

ほ
し
い
と
述
べ
た
。

と
感
じ
て
い
る
と
い
い
、
自
分

自
身
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
国

民
の
健
康
を
守
る
と
い
う
視
点

で
も
、
医
療
者
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
汚
染
問
題
に
関
心
を
持
っ
て

行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
期

待
を
込
め
た
。

　

な
お
、
同
記
念
講
演
は
公
害

環
境
対
策
部
と
共
催
し
、
県
内

全
会
員
に
向
け
て
開
催
し
た
。

＊
協
会
Ｈ
Ｐ
に
て
配
信
中

　
既
報
の
通
り
、
相
模
原
支
部

は
５
月
１３
日
に
支
部
総
会
・
記

念
講
演
を
開
催
。「
医
療
者
が

知
っ
て
お
き
た
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

話
」
を
テ
ー
マ
に
、
相
模
原
支

部
幹
事
で
さ
が
み
生
協
眼
科
／

内
科
・
内
科
部
長
の
牛
山
元
美

氏
が
講
師
を
務
め
た
。

　

氏
は
は
じ
め
に
、
〝
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
〟（
一
般
的
な
オ
ク
タ
ン
酸
の

水
素
を
フ
ッ
素
に
置
き
換
え
た

物
質
）、〝
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
〟（
ス
ル
ホ

ン
基
と
い
う
硫
黄
の
成
分
が
含

ま
れ
た
物
質
）
、〝
Ｐピ

ー

エ
フ
ヘ

キ

サ
エ
ス

Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
〟

（
炭
素
の
数
が
６
個
か
つ
ス
ル

ホ
ン
基
の
成
分
が
含
ま
れ
た
物

質
）
な
ど
を
含
む
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
の
由

来
や
分
子
構
造
と
そ
の
特
徴
に

つ
い
て
解
説
。
炭
素
と
フ
ッ
素

の
結
合
力
が
強
く
化
合
物
と
し

て
極
め
て
安
定
し
た
物
質
で
あ

る
が
故
に
、
工
業
的
に
有
用
（
酸

や
ア
ル
カ
リ
等
の
化
学
物
質
に

強
い
／
水
も
熱
も
油
も
は
じ
く

／
紫
外
線
に
強
く
、
分
解
さ
れ

に
く
い
）
で
電
子
・
半
導
体
事

業
等
の
様
々
な
製
品
に
使
用
さ

れ
て
い
る
が
、
環
境
残
留
性
が

歯
科
用
ジ
ル
コ
ニ
ア
の
進
化
と

臨
床
活
用
ポ
イ
ン
ト

歯
科
臨
床
研
究
会

の
間
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
は
材
料
科

学
の
劇
的
な
進
歩
と
と
も
に
、

歯
科
修
復
治
療
に
お
け
る
不
可

欠
な
主
要
材
料
と
し
て
確
固
た

る
地
位
を
築
い
て
い
る
。
初
期

の
３
Ｙ
系
は
、
そ
の
圧
倒
的
な

機
械
的
強
度
を
背
景
に
、
主
に

メ
タ
ル
フ
リ
ー
修
復
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
し
て
応
用
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
研

究
開
発
に
よ
り
、
透
光
性
を
劇

的
に
向
上
さ
せ
た
４
Ｙ
系
・
５

Ｙ
系
や
、
天
然
歯
の
色
彩
を
再

現
し
た
マ
ル
チ
レ
イ
ヤ
ー
構
造

が
相
次
い
で
登
場
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
か
つ
て
は
困
難
と
さ

れ
た
前
歯
部
審
美
領
域
の
冠
修

復
か
ら
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
上
部
構

造
に
至
る
ま
で
、
そ
の
適
応
範

囲
は
飛
躍
的
な
拡
大
を
遂
げ
て

い
る
。

　

一
方
で
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
の
多

様
化
は
、
臨
床
現
場
に
お
け
る

材
料
選
択
を
複
雑
に
し
て
い

る
。
組
成
や
結
晶
相
構
造
の
変

化
は
、
材
料
の
強
度
や
靭
性
の

み
な
ら
ず
、
焼
成
条
件
や
加
工

特
性
に
ま
で
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
。
そ
の
た
め
、
症
例
に
応

じ
た
適
切
な
材
料
選
択
と
設
計

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
度

な
臨
床
判
断
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
臨
床
現

場
で
は
未
だ
に
「
ジ
ル
コ
ニ
ア

は
硬
く
、
研
磨
に
多
大
な
時
間

を
要
す
る
」
と
い
う
誤
解
が
散

見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
最
新
の

術
式
と
専
用
器
材
を
適
切
に
選

択
す
れ
ば
、
短
時
間
で
効
率
的

に
鏡
面
仕
上
げ
を
実
現
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

　

講
演
で
は
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
の

材
料
科
学
的
な
変
遷
と
そ
の
特

性
を
整
理
し
、
特
に
臨
床
成
功

の
鍵
を
握
る
「
鏡
面
研
磨
」
の

意
義
に
つ
い
て
詳
述
し
た
。
適

切
な
鏡
面
研
磨
を
施
し
た
ジ
ル

コ
ニ
ア
は
、
①
対
合
歯
の
摩
耗

抑
制
、
②
機
械
的
・
化
学
的
安

定
性
の
向
上
、
③
プ
ラ
ー
ク
付

着
の
抑
制
、
④
周
囲
軟
組
織
と

の
良
好
な
親
和
性
、
と
い
っ
た

極
め
て
優
れ
た
利
点
を
発
揮
す

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
長
期
予
後
を
左
右
す
る
重

要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
支
台
歯

形
成
、
接
着
、
さ
ら
に
は
再
治

療
時
の
効
率
的
な
撤
去
方
法
に

つ
い
て
も
概
説
し
た
。
本
内
容

が
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
の
特
性
を
最

大
限
に
引
き
出
し
、
よ
り
予
知

性
の
高
い
臨
床
を
展
開
す
る
た

め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

＊
協
会
Ｈ
Ｐ
に
て
配
信
中

歯
科
研
究
部
は
４
月
２
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
歯
科
用
ジ

ル
コ
ニ
ア
の
進
化
と
臨
床
活
用

ポ
イ
ン
ト
」
を
協
会
会
議
室
と

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
講
師
は

愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
歯
科
理

工
学
講
座
・
非
常
勤
講
師
（
教

授
級
）
の
伴
清
治
氏
が
務
め
、

８３
名
が
参
加
し
た
。

　

２
０
０
５
年
に
ジ
ル
コ
ニ
ア

が
歯
科
医
療
用
材
料
と
し
て
国

内
で
薬
事
承
認
を
受
け
て
か

ら
、
約
２０
年
が
経
過
し
た
。
こ

講師の伴氏

第
３２
期
第
１７
回
理
事
会
　
５
月
２８
日
（
木
）

〈
役
員
２９
名
、出
席
２３
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
３
名
）〉

い
て
提
案
さ
れ
、
歯
科
に
お

け
る
グ
ロ
ー
ブ
等
の
枯
渇
、

価
格
上
昇
、
ま
た
ナ
フ
サ
の

問
題
か
ら
か
医
科
で
も
石
油

関
連
製
品
の
出
荷
停
止
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

国
会
で
は
健
康
保
険
法
改

定
案
が
衆
院
に
て
可
決
さ

れ
、
財
務
省
の
主
張
す
る
医

【
議
長
報
告
】

　

梅
雨
の
走
り
と
思
わ
れ
る

む
し
暑
い
中
、
役
員
２３
名
の

出
席
に
よ
り
定
刻
ど
お
り
開

会
さ
れ
た
。

　

事
務
局
長
に
よ
る
資
料
説

明
に
続
き
、
議
題
で
は
、
野

本
理
事
よ
り
４
月
度
活
動
の

ま
と
め
と
最
近
の
情
勢
に
つ

療
費
削
減
と
保
険
給
付
範
囲

縮
小
の
流
れ
が
進
み
つ
つ
あ

る
と
討
論
さ
れ
た
。

　

各
部
報
告
で
は
、政
策
部
、

学
術
部
に
つ
い
て
湯
浅
副
理

事
長
、
事
務
局
・
高
橋
氏
よ

り
多
く
の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
新
聞
部
の
主
張

２
件
承
認
、
庶
務
事
項
も
す

べ
て
承
認
さ
れ
た
。

１１
議
題
と
多
く
の
提
案
が

あ
っ
た
が
、
役
員
、
事
務
局

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
定
刻

に
終
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。
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議
長
・
原
○歯
）

講師の牛山氏

　公害環境対策部は6月2日、野本部

長が2025年度魚類実態調査の記者会

見を横須賀市政記者クラブにて行っ

た。当日は共同通信社・中日新聞・

毎日新聞の3社が会見に応じた。

　野本部長は調査で見られた骨曲

がりや経年変化、重金属分析につい

て解説。市民の協力を得て釣れたマ

ハゼ4匹のうち、ヴェルニー公園・長浦湾・鶴見川の

いずれにおいても、外観異常は見られなかったとし

た。レントゲン検査では、X線異常が4匹中4匹に見ら

れ、「現在は鶴見川の汚染が進んでいる。近年は外観異

常が見られる魚は減少しているが、本来、魚の外観異

常はほとんど無いのが普通である。少ない検体数でも

X線異常があり、環境汚染が窺われる」と主張した。

　記者からは「汚染度が高いとのことだがどのくら

い高いのか」、「汚染度の高さの強弱が分からないが、

表現するとしたらどうなのか」などの質問が寄せら

れた。

魚類実態調査記者会見魚類実態調査記者会見

少ない検体数でも少ない検体数でも
Ｘ線異常Ｘ線異常

会見する野本部長

事後抄録
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　現在参議院で議論されている個人情報保護法の改定案では、要配

慮個人情報の取得や提供に関し“本人の同意”を不要とする方向性

が盛り込まれた。高市政権が掲げるAI開発の産業競争力確保の方針

を背景として、これまでの規制を大幅に緩和する内容となっている。

　病歴などの要配慮個人情報を扱うには、厳格な取り扱いを備えた

制度設計が不可欠である。本人不在の中で、ひとたび不正使用や情

報漏洩などが生じれば個人の尊厳と安全を脅かす可能性が飛躍的に

高まる。重大なリスクを内包する本改定案は一旦廃案とし、これま

で慎重を期して構築してきた個人情報保護の取り扱いを踏まえた制

度として再検討すべきである。

　改定案では、AI開発を含む統計作成などを目的とし、その内容の

公表がある場合に個人データ等の第三者提供や要配慮個人情報の取

得について、従来必要であった本人同意を不要とする規定が盛り込

まれた。しかし適正な運用がなされるかについては不透明である。

要配慮個人情報の取得や第三者提供を個人情報保護委員会などがす

べて把握することは考えにくく、無数の個人情報取扱事業者に委ね

られる形となることが懸念される。公的な事前のチェックがなけれ

ば、不正や目的外利用の把握は内部通報や事件化などによる事後的

なものにならざるを得ない。第三者提供の際に契約を交わすとして

も、データを渡す側が受け取る相手方の身元や利用目的の整合性を

継続的に厳格に審査する人手や専門知識があるとは限らず、チェッ

ク機能の形骸化は火を見るより明らかである。

　また生命等の保護や公衆衛生の向上などのため「同意を得ないこ

とについて相当な理由があるとき」や、「取得状況からみて本人の

意思に反しないことが明らかである場合」などに同意なしでの取得・

提供を可能としている。しかし、何をもって「相当な理由」や「本

人の意思に反しない」と判断するのか基準が不明瞭で、事業者によ

る恣意的な運用を招く恐れがある。

　一方、新薬やAI開発などにより公的医療保険が充実するような公

衆衛生の向上に資するのであれば、医療データの活用は有用な側面

もあることも事実である。そのため国は2018年に「次世代医療基盤

法」を定め、国が認定した極めてガバナンスの高い限定的な「認定

事業者」だけがデータを集約・匿名化・仮名化し、申請に基づいて

提供することができる安全の仕組みを構築してきた。今回の改定案

は、これまでの厳格な安全性の仕組みを無意味化する、極めて乱暴

なものである。

　日本の個人情報保護の考え方はとりわけ先進的というわけではな

い。それでも病歴や思想信条、犯罪歴といった「一度漏れたら取り

返しのつかない情報」は、現行の個人情報保護法で「要配慮個人情報」

として「本人同意なしの取得」は原則として制限されている。これ

はひとたび要配慮個人情報が流通すれば、本人が知らぬまま就職差

別やローンの審査拒否、保険の加入拒否といった事態に直面し、人

生設計や社会生活を根底から崩壊させられる恐れがあるためだ。さ

らには認知症の通院歴や経済的困窮といった弱みに関する情報が、

不正な使用によって犯罪組織などに渡った場合、強盗や詐欺行為な

どに悪用される危険性が極めて高くなる。新設された課徴金制度も

1,000人未満と小規模に不正取得・転売を行う名簿業者などには適用

されず、悪意ある事業者や犯罪組織への流出対策としては不十分だ。

　リスクを軽んじ、悪意ある事業者や犯罪組織への流出対策が不十

分なまま、本人の同意を不要にすることは、市民の安全な暮らしを

脅かす凶器となり得る。そればかりか、患者の要配慮個人情報を取

り扱う医療機関等への不信感を増大させ、かえって有益な医療情報

の利活用そのものを阻害しかねない。

　利便性の追求よりも、個人の尊厳と安全を守る仕組みの構築を最

優先すべきである。本改定案に対しては一旦廃案とし、慎重な議論

を行った上で、再度法案を作り直すことを強く求める。

 2026年6月19日

厳格な安全性の仕組みを無意味化し、
市民の安全な暮らしを脅かす

個人情報保護法改定案に反対する
神奈川県保険医協会

医療情報部長　藤田　倫成（談話）

※パソコンの場合

過去の理事会声明・部長談話は
協会ホームページでも読めます

　協会ホームページ「いい医療ドットコム（https://www.iiiryou.com/）」では、

過去の理事会声明・部長談話等を読むことができます。トップページから「私

たちの考え」欄の「一覧」をクリックしてください。

　また、▽研究会日程を確認できる便利なイベントカレン

ダーの閲覧、▽各種届出用紙や院内掲示用ポスターのダウ

ンロード―などもできます。ぜひご活用ください。

＊ 「会員ページ」のパスワードをご存知ない＊ 「会員ページ」のパスワードをご存知ない方は事務局まで方は事務局まで

　　（　　（ ℡℡ 045‐313‐2111）。 045‐313‐2111）。

※スマホの場合

トップページ「私たちの考え」欄の

「一覧」をクリック！
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診療情報提供料（Ⅰ）を算定する際には、
レセプトに宛先の記載が必須に！

医  科医  科
疑 義 解 釈 （ そ の 8 ）

診療報酬

2020

改定
診療報酬

2020

改定
20262026

【微生物核酸同定・定量検査】
質問 回答

10

ウイルス・細菌核酸多項

目同時検出に係る施設基

準の届出については、「令

和8年度診療報酬改定関連

通知及び官報掲載事項の

一部訂正について」（令和

8年5月29日保険局医療課

事務連絡）において、令

和8年5月31日時点で「旧

算 定 方 法 」 別 表 第 一

「D023」に掲げる微生物

核酸同定・定量検査の「22」

ウイルス・細菌核酸多項

目同時検出（SARS-CoV-2

核酸検出を含まないもの）

に係る施設基準の届出を

行っている保険医療機関

を除き、施設基準の届出

が必要であることが明記

されたが、6月1日までに

届出が受理されていない

場合の取り扱い如何。

ウイルス・細菌核酸多項目同時検出の施設基準

を満たす医療機関については、6月1日までに施

設基準の届出が受理されていない場合であって

も、令和8年6月診療分及び7月診療分は、「旧算

定方法」により施設基準の届け出が不要であっ

たウイルス・細菌核酸多項目同時検出（「イ」

SARS-CoV-2核酸検出を含むもの）を算定する

ことができる。

なお、ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（「ロ」

SARS-CoV-2核酸検出を含まないもの）につい

ては、令和8年5月31日時点で「旧算定方法」別

表第一「D023」に掲げる微生物核酸同定・定

量検査の「22」ウイルス・細菌核酸多項目同時検

出（ロ SARS-CoV-2核酸検出を含まないもの）に

係る施設基準の届出を行っている保険医療機関

を除き、6月1日までに届出が受理されていない

場合は従前の取扱いどおり令和8年6月診療分以

降、算定できない。

また、8月診療分以降もウイルス・細菌核酸多

項目同時検出（「イ」SARS-CoV-2核酸検出を

含むもの）を算定するためには、8月3日（月）

までに施設基準の届出を行うこと。

【通院・在宅精神療法の注13】
質問 回答

15

通院・在宅精神療法の

注13については、「令和

8年度診療報酬改定関連

通知及び官報掲載事項

の一部訂正について」

（ 令 和8年5月29日 保 険

局医療課事務連絡）で減

算の対象とならない医

療機関の要件が拡大さ

れたが、これらの医療

機関についても、6月1

日までに届出が受理さ

れていなければ減算の

対象となるのか。

通院・在宅精神療法の注13に関する施設基準の（1）

オ及びカ（編注：オは障害者施設等入院基本料を

届け出ている病院、カは児童思春期精神科専門管

理加算又は児童思春期支援指導加算を届け出てい

る保険医療機関〈20歳未満の者又は20歳未満から

継続して診療を行っている者に算定する場合に限

る〉）に該当する医療機関については、注13の施

設基準の届出がなされていなくても、令和8年6月

1日時点で（1）オ及びカに該当する入院料や加算の

届出がある場合に限り、令和8年6月診療分及び7

月診療分は減算の対象とはならず、100分の100の

点数で算定することができる。なお、8月診療分以

降も100分の100の点数で算定するためには、8月3

日（月）までに注13の施設基準の届出を行うこと。

【在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料】
質問 回答

8

在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料2に

ついて、当該保険医療機関において

CPAP療法を開始してから3月以内の患

者については、「当該指導管理を実施

する月の前月までの3月の間、すべて

の月で1月当たりの1日平均使用時間が

1時間未満である場合には、当該指導

管理料を算定しない」とする規定を適

用しないこととされているが、長期入

院や海外赴任等の理由により、3月以

上自院での治療を中断した後に再受診

し管理を再開した場合にも同様か。

単なる受診中断ではなく、海外赴

任等のやむを得ない事情により、

指導管理を中断する必要があるこ

と及び再開の見込み時期が予め分

かっている場合には、当該患者に

対する指導管理の再開時は、CPAP

療法を開始してから3月以内の患者

と同様に、指導管理料を算定しな

いとする規定は適用しない。この

場合、指導管理を中断する必要が

あることが判明した時点で、当該

やむを得ない事情について診療録

に記載すること。

【リハビリテーション通則】
質問 回答

12

「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意

事項について（通知）（令和8年3月5日保医発0305第6

号）」第7部リハビリテーション通則4において、「リ

ハビリテーション実施計画書の写しに説明日及び説

明者の記載がない場合は、診療録に記載すること」

とされているが、医師以外の職種が説明を行った場

合はどのように記載すればよいか。

医 師 以 外 の 職 種 が

説 明 を 行 っ た 場 合

は、診療記録のうち

診 療 録 以 外 の 部 分

に 記 載 し て 差 し 支

えない。

【電子的診療情報連携体制整備加算】
質問 回答

1

電子的診療情報連携体制整備加

算の施設基準において、「地域の

複数の医療機関間で検査結果や

画像情報等を含む診療情報を共

有又は閲覧できるネットワーク」

とあるが、医療関係職種及び介護

関係職種等がICTを用いて記録さ

れた情報を共有できるサービス

により、チャットやメーリングリ

ストを用いて診療情報を共有す

る場合は当該要件を満たすか。

当該要件を満たすには、診療情報提供料

（Ⅰ）の検査・画像情報提供加算又は電

子的診療情報評価料の施設基準を満たす

ネットワークであって、診療情報を提供

する保険医療機関が電子カルテ情報を共

有し、参加している保険医療機関が随時

閲覧できるものであることが必要となる。

したがって、単に医療関係職種等がチャ

ット等により日々の報告や上記の一部の

情報を共有するためのネットワークで

は、当該要件は満たさない。

2

電子的診療情報連携体制整備加算の施設基準

における「電子処方箋を発行する体制又は調剤

情報を電子処方箋管理サービスに登録する体

制を有している」という要件について、「疑義

解釈資料の送付について（その7）」（令和8年5

月29日事務連絡）別添1の問3において「当面

の間、当該保険医療機関において2名以上（常

勤医師が1名のみの場合は1名以上）の常勤医

師が電子処方箋を発行できればよい。」とある

が、当該常勤医師が院外処方を行う場合には、

常に電子処方箋を発行する必要があるのか。

「疑義解釈資料の送付につ

いて（その4）」（令和8年4

月21日事務連絡）の別添1

の問1にあるとおり、院外

処方を行う場合には、原

則として、電子処方箋を

発行し、又は引換番号が

印字された紙の処方箋を

発行し処方情報の登録を

行っていればよい。

3

電子的診療情報連携体制整備加算の施設基準

における「アからウの全て又はエを満たす電

子カルテを有している」の「イ 電子処方箋

管理サービスとの接続インターフェースを有

している」という要件について、「疑義解釈

資料の送付について（その4）」（令和8年4月

21日事務連絡）別添1の問2において、「電子

処方箋の運用開始日が登録され、厚生労働省

ウェブサイトにおいて電子処方箋対応施設と

して公表されている状態を指す」とあるが、

電子処方箋システムの導入が完了し、電子署

名のためのカードリーダーが必要な場合には

カードリーダーを購入済みの場合であって、

電子処方箋の利用申請は行ったが、HPKIカ

ードの取得待ちで電子処方箋の発行ができな

い状況でも要件を満たすか。

当面の間に限り、HPKI カー

ドの取得待ちの場合であって

も当該要件を満たすこととす

る。ただし、HPKIカードを

取得した日以降は、速やかに

電子処方箋の運用開始日の登

録を行ったうえ、実際に電子

処方箋を発行し、又は引換番

号が印字された紙の処方箋を

発行し処方情報の登録を行う

必要がある。

※編注：「当面の間」と示さ

れた場合、別途事務連絡等で

示される期限までを言う。

〈ウイルス・細菌核酸多項目同時検出と
通院・在宅精神療法注13に実質的な届出猶予〉

　今回発出された疑義解釈では、「ウイルス・細菌核酸多項目同時検出」の「イ 

SARS-CoV-2核酸検出を含むもの（1350点）」及び「通院・在宅精神療法の

注13」の施設基準に5月29日の訂正事務連絡で追加された施設基準を満たす

医療機関については、6月1日時点で届出が受理されていなくとも、改定後の

施設基準を満たしている場合は6月・7月診療分は算定が認められることが示

された。8月1日以降も算定する場合は、8月3日（月）までに届出を行う必
要があるため注意されたい。詳細は下記疑義解釈をご参照いただきたい。

　厚労省は6月17日に疑義解釈資料（その8）を発出した。外

来における主なものを、以下に掲載する（当会で一部編集・

問番号原文ママ）。全文は、当会または厚労省のホームページ、

右記QRコードからご確認いただきたい。

そ
の
８

　今次診療報酬改定より、診療情報提供料（Ⅰ）を算定する際には、すべ

ての場合において情報提供先の記載が必須となった。従前では、「保険医

療機関以外の機関へ診療情報を提供した場合」レセプトの「摘要」欄に情

報提供先の記載が必要とされていたが、6月以降は医療機関に診療情報を

提供する場合にも、レセプトに情報提供先の記載がないと算定できないた

め、ご留意いただきたい。

◆◇診療報酬改定ミニ情報◇◆
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研
修
医
時
代
の
お
も
ひ
で

横
浜
市
中
区

新
妻　

正
道

で
掲
げ
ら
れ
た
ゴ
リ
ア
テ
の
顔

は
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
自
身
の

自
画
像
で
あ
る
と
の
説
も
あ

る
。も
し
そ
れ
が
真
実
な
ら
ば
、

彼
は
自
ら
の
死
を
す
で
に
予
感

し
作
品
に
刻
み
込
ん
で
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
若
い
ダ
ヴ
ィ

デ
の
表
情
は
勝
利
の
誇
り
で
は

な
く
哀
れ
み
と
悲
し
み
を
湛

え
、「
罪
と
贖
い
」、
「
暴
力
と

赦
し
」
と
い
う
主
題
を
象
徴
す

る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い

る
。

　

２
０
１
８
年
、
ラ
ン
セ
ッ
ト

感
染
症
誌
で
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ

ョ
の
死
の
真
相
に
迫
る
医
学
的

な
調
査
が
発
表
さ
れ
た
。
イ
タ

リ
ア
中
部
ト
ス
カ
ー
ナ
州
の
港

町
ポ
ル
ト
・
エ
ル
コ
レ
は
、
彼

が
教
皇
庁
か
ら
殺
人
事
件
の
恩

赦
を
得
る
た
め
ロ
ー
マ
へ
向
か

う
途
中
に
立
ち
寄
り
、
亡
く
な

っ
た
地
と
し
て
有
名
だ
。
そ
の

墓
地
で
発
見
さ
れ
た
９
体
の
骨

の
う
ち
、
炭
素
年
代
測
定
に
よ

っ
て
１７
世
紀
初
頭
の
も
の
と
特

定
さ
れ
た
１
体
に
つ
い
て
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
解
析
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
１１
の
Ｙ
染
色
体
マ
ー
カ

ー
が
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
家
の
ハ

プ
ロ
タ
イ
プ
と
一
致
し
、
高
い

確
率
で
本
人
の
も
の
と
推
定
さ

れ
た
。

　

こ
の
骨
か
ら
得
ら
れ
た
歯
髄

に
対
す
る
メ
タ
ゲ
ノ
ム
解
析
と

定
量
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
結
果
、
黄
色
ブ

ド
ウ
球
菌
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
検
出
さ

れ
、
さ
ら
に
タ
ン
パ
ク
質
解
析

（
メ
タ
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
）
で

も
同
菌
の
み
が
検
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
研
究
チ
ー
ム
は

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
が
ブ
ド
ウ
球

菌
に
よ
る
敗
血
症
で
死
亡
し
た

可
能
性
を
強
く
示
唆
し
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
彼
は
こ
の
よ
う

な
感
染
症
に
罹
っ
た
の
か
？
研

究
者
た
ち
は
、
死
の
直
前
に
ナ

ポ
リ
で
受
け
た
と
さ
れ
る
傷
の

二
次
感
染
が
敗
血
症
に
進
展
し

た
と
推
測
し
て
い
る
。
実
際
、

発
見
さ
れ
た
骨
に
は
骨
髄
炎
の

兆
候
も
認
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
医
学
的
推
定
は
、
従
来

の
マ
ラ
リ
ア
説
や
梅
毒
説
な
ど

の
仮
説
を
覆
す
も
の
で
、
カ
ラ

ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
死
が
暴
力
的
な

生
活
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
ロ

ー
マ
で
の
殺
人
事
件
を
き
っ
か

け
に
逃
亡
生
活
を
送
り
、
そ
の

後
も
各
地
で
喧
嘩
や
闘
争
を
繰

り
返
し
て
い
た
。
最
後
の
争
い

の
傷
が
彼
の
命
を
奪
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
最
新
の
科
学

は
、
過
去
の
巨
匠
の
死
に
新
た

な
光
を
当
て
た
。
芸
術
と
病
、

創
造
と
破
壊
。
そ
の
は
ざ
ま
に

生
き
た
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
人

生
は
、絵
画
と
同
様
に
鮮
烈
で
、

な
お
か
つ
悲
劇
的
だ
っ
た
。
そ

し
て
そ
の
死
は
、
科
学
と
歴

史
、
医
学
と
芸
術
が
交
差
す

る
地
点
に
、
そ
っ
と
横
た
わ
っ

て
い
る
。

　

劇
的
な
明
暗
法
と
暴
力
的
な

ま
で
の
写
実
で
知
ら
れ
る
バ
ロ

ッ
ク
の
巨
匠
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
・
メ
リ
ー
ジ
・
ダ
・
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
ョ
（
１
５
７
１
―
１
６

１
０
）。
彼
の
絵
画
は
後
世
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
一
方

で
、そ
の
生
涯
は
逃
亡
、
闘
争
、

謎
に
満
ち
て
い
た
。
な
か
で
も

最
大
の
謎
は
、
３９
歳
で
突
然
こ

の
世
を
去
っ
た
そ
の
死
因
で
あ

る
。

　

最
晩
年
に
描
か
れ
た
と
い
う

絵
画
『
ゴ
リ
ア
テ
の
首
を
持
つ

ダ
ヴ
ィ
デ
』
（
１
６
１
０
頃
）

　従来の定説を覆す法医学的調査の衝撃。

DNA解析とメタゲノム解析が解明した、400

年前の死因。暴力的な生涯の果てに待ってい

た敗血症の真実とは―（毎月一回連載）。

カラヴァッジョのカラヴァッジョの

死の謎に迫る死の謎に迫る
川崎市川崎区　谷本　哲也

ミケランジェロ・メリージ・ダ・カ
ラヴァッジョ『バッカス』1598年頃、
ウフィツィ美術館（事務局撮影）

医科学から

読み解く

西洋画家の物語
～第六回～

医科学から

読み解く

西洋画家の物語
～第六回～

り
、
こ
れ
が
病
棟
に
缶
詰
め
に

さ
れ
た
所
以
と
納
得
し
た
。　

夜
は
夜
で
連
日
当
直
生
活
が
待

っ
て
い
て
こ
れ
も
ま
た
派
手
な

臨
床
研
修
に
な
っ
た
の
で
、　

開
業
医
の
今
そ
れ
が
役
に
立

ち
、
度
胸
も
据
わ
り
、
貴
重
な

経
験
が
で
き
た
と
感
謝
し
て
い

る
。
当
時
の
一
番
の
苦
手
だ
っ

た
の
は
週
１
の
教
授
回
診
で
あ

る
。

　

い
わ
ゆ
る
ぞ
ろ
ぞ
ろ
歩
き
で

あ
る
が
、
き
つ
い
質
問
が
毎
週

の
よ
う
に
飛
ん
で
き
て
そ
の
た

め
に
準
備
勉
強
を
す
る
の
で
あ

る
が
、
な
か
な
か
的
を
得
た
回

答
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
か
っ

た
た
め
患
者
の
前
で
大
恥
を
か

く
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
充
実

し
た
研
修
医
生
活
で
あ
っ
た
。

～第 106 弾～～第 113 弾～

　

今
か
ら
４０
数
年
前
の
こ
と
な

の
で
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
限
り
が
あ
る
。

　

医
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

の
は
秋
卒
最
後
の
年
で
１２
月
か

ら
で
あ
っ
た
た
め
今
と
違
っ
て

寒
か
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
い

る
。
年
２
回
の
国
試
の
た
め
一

緒
に
入
局
し
た
仲
間
は
お
ら

ず
、
同
期
研
修
医
の
数
も
数
名

で
あ
っ
た
。

　

も
と
も
と
は
市
中
病
院
で
研

修
す
る
つ
も
り
で
い
た
が
結
局

都
内
の
大
学
病
院
に
勤
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。
今
と
違
っ
て
研

修
医
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
形
だ
け

で
あ
り
、
内
科
に
即
入
局
し
な

が
ら
研
修
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
限
ら

れ
て
い
た
も
の
だ
け
で
あ
っ

た
。
指
導
医
が
決
ま
り
患
者
さ

ん
を
受
け
持
ち
朝
か
ら
晩
ま
で

病
棟
を
駆
け
ず
り
回
っ
て
い

た
。

　

何
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
い

が
病
棟
に
い
る
よ
う
に
命
令
さ

れ
た
。
点
滴
、
採
血
な
ど
の
基

本
手
技
か
ら
始
ま
り
カ
ル
テ
の

書
き
方
は
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
に
す
る
よ

う
に
と
言
わ
れ
ま
ご
つ
い
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。
最
初
の
患

者
さ
ん
はC

ushing

症
候
群
の

中
年
女
性
で
あ
っ
た
。
何
も
で

き
な
い
の
で
患
者
さ
ん
の
リ
ハ

ビ
リ
の
ヘ
ル
プ
と
し
て
歩
行
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
手
を
引
き
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
歩
き
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り

し
て
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が

日
に
日
に
歩
く
ス
ピ
ー
ド
が
ア

ッ
プ
し
た
の
を
実
感
し
て
嬉
し

く
な
っ
た
。
こ
れ
が
幸
い
し
た

の
か
わ
か
ら
な
い
が
無
事
退
院

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

数
年
後
に
外
来
に
て
ば
っ
た

り
出
く
わ
し
た
ら
、
す
っ
か
り

痩
せ
て
い
た
が
、
入
院
の
時
の

感
謝
を
さ
れ
た
。

　

所
謂
医
師
冥
利
に
尽
き
る
瞬

間
で
あ
っ
た
。
今
の
暇
な
研
修

医
と
違
っ
て
雑
用
も
含
め
て
い

ろ
い
ろ
毎
日
が
発
見
の
日
々
で

興
味
津
々
で
あ
っ
た
。
病
棟
で

の
急
変
な
ど
日
常
茶
飯
事
で
あ

　

類
人
猿
や
動
物
の
顎
は
突
出

し
突
顎
と
、
ヒ
ト
の
顎
は
後
退

し
直
顎
と
さ
れ
て
い
る
。
ギ
ャ

ヴ
ィ
ン
・
デ
・
ビ
ー
ア
（
ド
・

ビ
ア
）
は
、
ヒ
ト
の
顔
は
幼
形

の
ま
ま
で
顎
の
突
出
が
な
い
猿

だ
と
い
う
。
男
性
は
可
愛
い
幼

形
の
顔
の
女
性
を
、
女
性
は
女

性
的
な
中
性
顔
の
男
性
を
性
選

択
し
、
お
互
い
顎
が
小
さ
い
異

性
に
性
淘
汰
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
ア
レ
ン
の
法
則
と
は
、

寒
冷
下
で
体
の
突
出
部
分
を
減

ら
す
こ
と
だ
が
、
ヒ
ト
の
顎
が

そ
の
法
則
に
適
用
さ
れ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
も
、
農

耕
を
始
め
、
１
つ
の
作
物
に
頼

っ
た
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ

ラ
ル
が
不
足
し
、
顎
に
退
化
が

及
び
、
歯
の
萌
出
余
地
不
足
を

齎
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
Ｌ
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
犬

は
ヒ
ト
の
疾
患
を
再
現
す
る
と

し
て
い
る
が
、
Ｄ
・
モ
リ
ス
に

よ
る
と
、
ヒ
ト
の
顎
が
突
出
し

な
く
な
り
、
飼
い
犬
へ
の
擬
人

化
の
要
求
が
強
く
な
り
、
顎
が

突
出
し
な
い
ポ
メ
ラ
ニ
ア
ン
、

受
け
口
の
ブ
ル
ド
ッ
グ
な
ど
の

育
種
が
為
さ
れ
た
と
い
う
。

　

顎
の
大
小
、
か
み
合
わ
せ
の

良
し
悪
し
に
は
個
体
差
が
あ

り
、
両
親
の
歯
並
び
が
綺
麗
で

も
子
は
必
ず
し
も
同
じ
よ
う
に

な
る
と
は
限
ら
な
い
。
環
境
の

影
響
も
受
け
る
か
ら
で
、
柔
ら

小
田
原
市
　
三
宅　

正
純

小
さ
く
な
っ
て
い
るヒ

ト
の
顎

ブルドッグの顎は受け
口に人為淘汰された

か
い
も
の
を
食
べ
て
い
れ
ば
、

鳥
の
嘴
が
小
さ
く
な
る
こ
と
を

ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
受
賞
の

グ
ラ
ン
ト
夫
妻
が
見
つ
け
た
。

彼
ら
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
で
、

フ
ィ
ン
チ
と
い
う
鳥
は
干
ば
つ

が
起
き
た
時
、
食
べ
て
い
た
種

が
少
な
く
な
る
た
め
、
大
き
く

て
割
れ
に
く
い
木
の
実
を
食
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
嘴
の

大
き
い
個
体
が
増
え
、
反
対
に
、

大
雨
の
年
に
な
る
と
、
小
さ
な

種
子
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
た

め
、
嘴
の
小
さ
な
個
体
が
有
利

に
な
り
、
顎
の
小
さ
い
個
体
が

増
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

進
化
は
方
向
性
が
な
く
、
そ

の
時
々
の
環
境
で
有
利
な
特
性

が
増
え
、
干
ば
つ
の
と
き
は
嘴

の
大
き
い
個
体
が
、
大
雨
の
年

は
小
さ
い
個
体
が
適
応
的
に
な

る
。
顎
も
小
さ
い
こ
と
は
適
応

的
で
、
環
境
に
対
し
、
生
存
、

繁
殖
に
有
利
だ
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

【研究課題名】【研究課題名】  「「非ステロイド性アルドステロン受容体拮抗薬フィネレノン非ステロイド性アルドステロン受容体拮抗薬フィネレノン

とエサキセレノンの高血圧・2型糖尿病合併慢性腎臓病患者とエサキセレノンの高血圧・2型糖尿病合併慢性腎臓病患者

に対する腎保護効果―神奈川県における多施設共同後ろ向きに対する腎保護効果―神奈川県における多施設共同後ろ向き

前向きコホート研究―（SAFE-K研究）」前向きコホート研究―（SAFE-K研究）」

【 研 究 期 間 】 研究機関の長の実施許可日～2028年9月30日【 研 究 期 間 】 研究機関の長の実施許可日～2028年9月30日

【予定登録期間】 研究機関の長の実施許可日～2027年3月31日【予定登録期間】 研究機関の長の実施許可日～2027年3月31日

【研究概要（対象患者・方法）】【研究概要（対象患者・方法）】
　＜対象患者＞　＜対象患者＞

　 エサキセレノン又はフィネレノンを新規に投与した高血圧・2型糖尿病合併CKD　 エサキセレノン又はフィネレノンを新規に投与した高血圧・2型糖尿病合併CKD

患者患者

　＜方法＞　＜方法＞

　 薬剤投与開始日をベースライン（登録日）とし、3・6・12カ月の各データを収　 薬剤投与開始日をベースライン（登録日）とし、3・6・12カ月の各データを収

集し、エサキセレノンとフィネレノンの治療効果（腎保護効果）を評価する。研集し、エサキセレノンとフィネレノンの治療効果（腎保護効果）を評価する。研

究参加医療機関は、症例報告書を電子メールまたはFAXで協会事務局に提出する。究参加医療機関は、症例報告書を電子メールまたはFAXで協会事務局に提出する。

　神奈川県保険医協会は、高血圧および2型糖尿病を合併する慢性腎臓病患

者を対象に、エサキセレノン（ミネブロ）又はフィネレノン（ケレンディア）

を用いて、両薬剤間の腎保護効果（アルブミン尿排泄低下効果）を比較する

臨床研究（後ろ向き前向き観察研究）を開始いたします。

　研究に先立ちまして、現在研究にご協力いただける医療機関を募集してい

ます。研究にご興味のある先生、協力いただける先生は、お電話にてご連絡

をお願いいたします。 研究代表者　学術部長 湯浅章平

＊お問合せは学術部＊お問合せは学術部までまで（ ℡ （ ℡ 045‐313‐2111）045‐313‐2111）

臨床研究へのご参加のお願い臨床研究へのご参加のお願い

機関管理者の許可日から
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WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

7月11日(土)午後6時～

臨

床

懇

話

会

　

下
肢
浮
腫
の
患
者
を
診
察
し
た
際
に
、
そ
の
原
因
を
考

え
ず
に
利
尿
薬
を
処
方
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
今
回
、
下

肢
浮
腫
の
患
者
さ
ん
へ
の
診
断
の
手
順
を
先
生
方
と
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
下
肢
浮
腫
の
見
方

―
循
環
器
疾
患
を
中
心
に
―
」

講
　
師
　
章
平
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
院
長

湯
浅　

章
平
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
研
究
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

8月27日(木)午後1時30分～

歯
科
衛
生
士
セ
ミ
ナ
ー

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
横
浜
歯
科
医
療
専
門
学
校
の
実
習
室

を
会
場
に
、
実
機
を
使
っ
た
実
践
演
習
を
行
い
、
一
人
ひ

と
り
に
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
の

満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る
確
か
な
ス
キ
ル
を
、
実
習
で
身

に
つ
け
ま
せ
ん
か
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
特
に
①
自
身
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
た
い
方
、
②
勉
強
し
な
が
ら
情
報
交

換
し
た
い
方
、
③
学
び
直
し
が
し
た
い
方
―
に
お
す
す
め

で
す
。
痛
み
や
不
快
感
を
軽
減
す
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

て
信
頼
さ
れ
る
歯
科
衛
生
士
を
目
指
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
横
浜
歯
科
医
療
専
門
学
校
・

実
習
室
（
横
浜
市
西
区
高
島
１-

２-

１５
）

・
各
線
「
横
浜
」
駅
東
口
か
ら
徒
歩
９
分

・
み
な
と
み
ら
い
線
「
新
高
島
」
駅
か
ら
徒
歩
２
分

・
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン「
高
島
町
」駅
か
ら
徒
歩
６
分

テ
ー
マ

「
超
音
波
ス
ケ
ー
ラ
ー
・

エ
ア
ス
ケ
ー
ラ
ー

実
践
セ
ミ
ナ
ー
」

講
　
師
　
横
浜
歯
科
医
療
専
門
学
校

専
任
教
員

参
加
費
　
１
万
９
千
円

参
加
対
象
　
会
員
医
療
機
関
勤
務
の
歯
科
衛
生
士

定
　
員
　
２０
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

　
　
①
お
電
話
で
の
お
申
込
み

　
　
②
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　
　
　
も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

　
　
　
よ
り
お
申
込
み

※
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
後
、
保
険
医
協
会
か
ら
受
付
確

認
連
絡
を
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
、開
催
が
決
定
次
第
、

７
月
下
旬
以
降
に
別
途
参
加
費
振
込
等
の
ご
案
内
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

※
本
件
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

歯
科
研
究
部
へ
お
願
い
し
ま
す
。
会
場
と
な
る
横
浜
歯

科
医
療
専
門
学
校
へ
の
お
問
合
せ
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※
現
地
で
の
実
習
の
た
め
、動
画
配
信
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

７
月
８
日
（
水
）

学
術
部
会
１９
時
３０
分
。
県
央

支
部
幹
事
会
２０
時
。

７
月
９
日
（
木
）

第
１９
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

７
月
１０
日
（
金
）

新
聞
部
会
１９
時
３０
分
。
相
模

原
支
部
幹
事
会
２０
時
。

７
月
１１
日
（
土
）

臨
床
懇
話
会
１８
時
。
ワ
イ
ン

利
き
酒
会
１８
時
３０
分
。

７
月
１２
日
（
日
）

医
科
新
規
指
定
医
講
習
会
１０

時
。

７
月
１４
日
（
火
）

歯
科
特
別
研
究
会
１９
時
。
湘

南
支
部
幹
事
会
１９
時
３０
分
。

７
月
１５
日
（
水
）

医
療
費
相
談
室
１４
時
。
新
聞

編
集
会
議
１９
時
。
医
療
運
動

部
会
１９
時
３０
分
。

７
月
１６
日
（
木
）

歯
科
保
険
診
療
対
策
部
会
１９

時
。
共
済
部
会
１９
時
。

７
月
１７
日
（
金
）

財
政
部
会
１９
時
３０
分
。 7月8日

～7月17日

7月20日(月・祝)午後1時～ 7月12日(日)午前10時～

横

浜

支

部

文

化

企

画

　

都
会
で
は
晴
れ
て
い
て
も
明
る
い
星
座
す
ら
見
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
都
会
で
星
が
い
っ
ぱ

い
の
夜
空
を
再
現
し
て
く
れ
る
の
が
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

で
す
。
星
は
私
た
ち
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
小
児
病

棟
の
子
ど
も
た
ち
を
元
気
に
し
た
り
、
妊
婦
さ
ん
を
癒
す

マ
タ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
、
心
を
癒
す
処
方
箋

と
し
て
移
動
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
進
化
し
た
移
動
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
星
空
を
み
ん
な

で
ワ
イ
ワ
イ
体
感
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
ひ
と
時
の
癒
し
の
空
間
を
ミ
ニ
星
空
シ
ア
タ
ー

で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
、
あ
な
た
だ
け
の
宇
宙

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
　
き  

①
１３
時

②
１４
時

③
１５
時
の
回

（
上
演
時
間
約
３０
分
×
３
回
予
定
）

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
〈
夏
休
み
特
別
企
画
〉
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
が
や
っ
て
き
た

―
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ

ミ
ニ
星
空
劇
場
で
満
天
の

星
を
楽
し
む
会
―
」

講
　
師
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ワ
ー
ク
ス

代
表
社
員

唐
崎　

健
嗣
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

　
　
　
　

※
お
子
様
も
ご
一
緒
の
場
合
は
年
齢
明
記

定
　
員
　
４５
名
※
事
前
申
込
制

　
　
　
　
　（
定
員
１５
名
×
３
回
上
演
、
各
回
入
替
制
）

※
①
②
③
ど
の
回
に
参
加
ご
希
望
か
を
お
申
出
く
だ
さ
い
。

※
未
就
学
児
参
加
の
場
合
、
大
人
の
同
伴
が
必
須
で
す
。

お
申
込
み
　
横
浜
支
部

医
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
保
険
医
協
会
役
員
と
保
険
診
療
対
策
部
員

参
加
対
象

医
科
会
員（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
パ
ス
コ
ー
ド
等
は
、
事
前
に
お
送
り
す
る

テ
キ
ス
ト
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
郵
便
事
情

の
関
係
で
発
送
か
ら
到
着
ま
で
に
１
週
間
近
く
か
か
る

事
例
も
生
じ
て
い
ま
す
。
早
め
の
お
申
込
み
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
料
は
１
部
お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
必
要
な
方
は

後
日
お
知
ら
せ
す
る
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

※
次
回
開
催
は
９
月
の
予
定
で
す
。
お
申
込
み
等
は
開
催

月
の
前
月
（
８
月
）
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
開
業
１
年
以
上
で
参
加
を
希
望
す
る
方
は
個
別
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
保
険
診
療
対
策
部

8月6日(木)午後7時～ 7月26日(日)午前9時30分～

歯

科

臨

床

研

究

会

　

「
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
」
に
つ
い
て
、「
食
べ
る
の
が

遅
い
」、「
発
音
が
不
明
瞭
」、「
口
呼
吸
が
み
ら
れ
る
」
―

な
ど
、
複
数
の
口
腔
機
能
の
発
達
不
全
が
併
存
す
る
こ
と

が
あ
り
、
ど
こ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
か
悩
む
場
面
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
講
演
で
は
、
口
腔
機

能
発
達
不
全
症
の
病
態
を
整
理
し
、
実
際
の
臨
床
で
活
用

で
き
る
具
体
的
な
評
価
法
や
対
応
法
を
解
説
し
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
の
口
腔
機
能
の
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る
上

で
大
切
な
考
え
方
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
の

工
夫
等
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
に

つ
い
て―

実
践
に
向
け
て
―
」

講
　
師
　
千
葉
歯
科
医
院

　
　
　
　
院
長

浜
野　

美
幸
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

歯
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
歯
科
新
規
個
別
指
導
の

対
策
講
習
会
」

講
　
師
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

講
師
団

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
と
な
り
ま
す
。

※
開
場
は
９
時
で
す
。
開
始
時
刻
１０
分
前
ま
で
に
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
書
籍
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
６
年
６

月
版
』
を
ご
持
参
下
さ
い
。
書
籍
は
６
月
下
旬
～
７
月

上
旬
ま
で
に
会
員
に
１
冊
無
料
で
送
付
す
る
予
定
で
す
。

※
当
講
習
会
は
年
間
５
回
程
度
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部
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